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（目的）内分泌かく乱物質は、生物の内分泌系をかく乱することによって繁殖や行動に影響すること

が多くの研究から明らかにされている。内分泌系のかく乱は、親世代の繁殖成功を低下させ、次世代に

影響を及ぼすことが予想される。そこで本研究では、メダカ産卵親魚にエチニルエストラジオール(EE2)
を暴露し、得られた卵のふ化率等を求めることにより、次世代への影響を求めることを目的とした｡ 

（材料と方法）メダカ（d-rR 系統）10 組を流水式で 15 日間、EE2（10, 100 and 1000 ng/L）に暴露し

た。暴露前に 1 週間、産卵組数が安定することを確認した。暴露期間中、産卵組数と死亡個体数を毎日

計数した｡また、暴露開始 3 日日、8 日日および 15 日日に産卵された卵を採集し、加温した井戸水で仔

魚まで飼育した。その間、受精率、ふ化率および仔魚までの生存率を求めた。 
（結果と考察）暴露前の供試魚は対照区（A 区）、10 ng/L 区（B 区）、100 ng/L 区（C 区）および 1000 

ng/L 区（D 区）で 7 組から 10 組が毎日産卵した。D 区では暴露 6 日目から供試魚が死亡し始め、その

後死亡個体数が増加したが、A 区、B 区および C 区ではほとんど死亡は認められなかった。D 区では、

暴露開始 2 日日から産卵組数が減少し、4 日日以降、全く産卵が行われなかった。一方,B 区および C 区

では、暴露開始後徐々に産卵組数が減少したが、A 区と大きな差は認められなかった。受精率は、D 区

のみ大きく減少した。ふ化率には暴露 3 日日の各区の間で有意な差が認められなかったが、暴露 8 日日

および 15 日目では暴露濃度の上昇とともにふ化率が低下した。また、仔魚までの生残率も同様の傾向

を示した。以上のことから、高濃度の EE2（1000 ng/L）は産卵阻害と産卵親魚に対する亜急性的致死作

用により次世代へ影響を及ぼすことが示された。一方、低濃度（10 ng/L および 100 ng/L）では、が示唆

された｡ 
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Spawning pairs of medaka (Oryzias latipes: strain of d-rR) were exposed to ethynyl-estradiol (EE2) at 10, 100 and 1000 
ngA for 3, 8 and 15 days to assess transgenerational effects on fertilization rate, hatching success and survival to larvae.  
In 1000 ng/L exposure block, spawner died from 6 days of the exposure and number of spawning pairs decreased with 
days of the exposure.  Hatching success and survival to larvae were declined with increment of EE2 concentration at 8 
and 15 days of the exposure.  These results suggest that EE2 exposure to spawning pairs affected to reproductive 
success of medaka like sub-acute lethal form and survival of next generation like transgenerational form. 


